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改 訂 履 歴 

日 付    改訂者 改 訂 内 容          

2021/09/13 松本央 初版（T-46443改訂 8より流用） 

2022/08/05 松本央 
改訂 1 
 P.33、46 合成変成比の最大値を 4桁（9999）から 5 桁（65000）に拡張。 

2023/01/24 西谷 

改訂 2 

 P.20 帳票出力画面(月報出力)での合成変成比の値による、電力及び電力

量データの表示の違いについて追記。 

 P.21帳票出力画面(日報出力)での合成変成比の値による、電力及び電力

量データの表示の違いについて追記。 

 P.22帳票出力画面(年報出力)での合成変成比の値による、電力及び電力

量データの表示の違いについて追記。 

 P.32 注意電力設定値、警戒電力設定値、限界電力設定値の最大値を 

4 桁（9999）から 5桁（65000）に拡張（合成変成比が 10000以上の

場合）。 

 P.36 時計表示の「現在デマンド（現在電力）」「予測電力」、瞬間電力表

示の「瞬間電力」、当月最大値表示の「当月の最大デマンド電力」、

最大デマンド表示の「デマンド電力の最大値」を 4桁（9999）から

5 桁（65000）に拡張（合成変成比が 10000以上の場合）。 

2023/07/11 松本央 
改訂 3 

 P.23 「7.3. CSVフォーマット詳細」を追加。 
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1．概要 

本装置は、電力量計からのパルス信号を受け、デマンド電力を計測し、契約デマンドを超えそう

になると使用者へお知らせするものです。 

オプションのデマンドモニターやデマンド警報装置と組み合わせることにより、警報を通報する

ことができます。 

 

2．商標について 

下記の他社登録商標または商標をはじめ、本書に記載されている会社名、システム名、製品名は

一般に各社の登録商標または商標です。 

なお、本文および図表中では、「™」、「®」は明記しておりません。 

 

・LTEは、欧州電気通信標準協会（ETSI）の登録商標です。 

・Google Chromeは米国 Google Inc.の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

・Microsoft、Windows、WindowsXP、WindowsVista、Windows7、Windows8、Windows10、Word、Excel

および Microsoftのロゴは、米国およびその他の国における Microsoft Corporation および/

またはその関連会社の登録商標または商標です。 

・Java およびすべての Java 関連の商標、Solaris およびそれらのロゴは、米国 Sun 

Microsystems, Inc.の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

 

3．品名 

デマンド監視装置 
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4．形式について 

  ＣＳＡ－１０９－Ｔ－ ① ② ③ ④  

 
形式例 1： 

通信機能  ：LTE通信機能有り 

計測機能  ：パルス入力 

取付け方法 ：マグネット有り 

特殊仕様指定 ：標準仕様 

専用 CT  ：短距離での電力量パルス入力 

 

形式例 2： 

通信機能  ：LTE通信機能有り 

計測機能  ：パルス入力 

取付け方法 ：マグネット無し 

特殊仕様指定 ：標準仕様 

専用 CT ：長距離（50m）での電力量パルスと時限パルス入力 

 

形式例 3： 

通信機能  ：LTE通信機能無し 

計測機能  ：パルス入力 

取付け方法 ：マグネット有り 

特殊仕様指定 ：標準仕様 

専用 CT  ：不使用  

①通信機能 

 無記号：LTE通信機能無し 

   Ｌ：LTE通信機能有り 

※ 通信プロトコルについては別途お打ち合わせの上、規定するものとします。 

 

②計測機能 

   Ｐ：パルス入力（電力量パルス、時限パルスの取り込み） 

※ 無記号にした場合、「Ｐ」を指定したものとして扱います。 

 

③取付け方法 

 無記号：マグネット無し 

   Ｍ：マグネット有り（背面 3箇所に磁石を装着） 

 

④特殊仕様指定 

 無記号：標準仕様 

ＣＳＡ－１０９－Ｔ－ＬＰＭ 

ＣＴ－Ｓ１    × 1個 

ＣＳＡ－１０９－Ｔ－ＬＰ 

ＣＴ－Ｌ１     × 2個 

ＣＢ６２－５０ × 2本 

ＣＳＡ－１０９－Ｔ－ＰＭ 



 

 
 
Ｔ－５５１６９改訂３ 

( 5 ) 

5．機器配置図 

5.1．電力線通信（PLC）を使用する場合 

デマンドモニターと PLCにて通信を行う場合、周波数切替スイッチの状態をデマンドモニターと

同じ設定にしてください。（9kHzまたは 7.5kHz） 

デマンド監視装置とデマンドモニターは、同一トランスの同一相に接続してください。 

通常、5秒毎に監視装置からデータを出力します。 

 

※ デマンドモニターは、RS-485タイプまたはEthernetタイプのどちらでもご利用いただけます。 

 

  

デマンドモニター 

・表示内容 

  デマンド警報状態 

  デマンドグラフ 

  日毎需要電力量グラフ 

  設定値等 

既設電灯線 

電力量計 

電力量パルス 

電力線通信 
・通信間隔 
  約 5秒間隔にて監視装置より出力 
・通信データ 

  注意・限界・機器異常警報発生状態 

  現在電力値、予測電力値、 

  瞬時電力値（10秒毎 30 秒間分のパルス値から算出）、 

  予測電力、当月最大値、設定目標値 

  日毎需要電力量（30 日分） 

事務所 
デマンドモニター 

中継器 

（オプション） 

PLC 

PLC 
PLC 

PLC 

上位ネットワーク及び 

サーバシステム LTE通信 

デマンド監視装置 
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5.2．Ethernet通信を使用する場合 

デマンドモニターと Ethernetにて通信を行う場合、デマンドモニター側に本装置の IPアドレス

を登録します。 

デマンドモニターからの要求に応じて、本装置はデータを出力します。 

よって、本装置側にデマンドモニターの IPを登録する必要はありませんが、本装置の IPアドレ

ス及び、デマンドモニターの IPアドレスは固定の IPアドレスを登録ください。 

通常、デマンドモニターは、5秒毎にデータを要求します。 

 

※ デマンドモニターは Ethernetタイプを、発注時に指定してください。 

※ Ethernet通信と PLCの併用はできません。 

※ 接続可能台数は、3台までとします。 

3台を超えて接続した場合、デマンドモニター側のデータ更新が遅くなる場合があります。 

または、デマンドモニター側で通信エラーを検出する場合があります。 

 

  

デマンドモニター 

・表示内容 

  デマンド警報状態 

  デマンドグラフ 

  日毎需要電力量グラフ 

  設定値等 

電力量計 

電力量パルス 

Ethernet 通信 
・通信間隔 
  最短約 5 秒間隔にて監視装置より出力 
・通信データ 

  注意・限界・機器異常警報発生状態 

  現在電力値、予測電力値、 

  瞬時電力値（10秒毎 30 秒間分のパルス値から算出）、 

  予測電力、当月最大値、設定目標値 

  日毎需要電力量（30 日分） 

事務所 
デマンドモニター 

Ethernet 

Ethernet 

上位ネットワーク及び 

サーバシステム LTE通信 

デマンド監視装置 

既設の LAN 
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5.3．当社製 LoRa無線機を使用する場合 

デマンドモニターと、当社製 LoRa無線機を介して通信を行う場合、デマンド監視装置の RS-485

通信端子を 1 チャンネル使用し、有線にて LoRa 無線機と接続します。（RS-485 通信端子 1 チャ

ンネルにつき、信号送信装置は 1台まで接続可） 

CSA-109-D2-R と組み合わせて使用する場合、使用する RS-485 通信端子の設定は、通信モード

「ModeC」、局番「0x10」、通信速度「9600bps」、通信パラメータ「8bit・None・1bit」に設定して

ください。 

通常、デマンドモニターは、最短で 4秒毎（LoRa無線機を介した場合）にデータを要求します。 

 

※ デマンドモニターは RS-485タイプを、発注時に指定してください。 

※ LoRa無線と PLCの併用はできません。 

  

デマンドモニター 

・表示内容 

  デマンド警報状態 

  デマンドグラフ 

  日毎需要電力量グラフ 

  設定値等 

電力量計 

電力量パルス 

RS-485通信 
・通信間隔 
  最短約 4 秒間隔（デマンドモニター側の受信タイムアウトは 30 秒） 

  （デマンドモニター側からの要求に対してデマンド監視装置が応答） 
・通信データ 

  注意・限界・機器異常警報発生状態 

  現在電力値、予測電力値、 

  瞬時電力値（10秒毎 30 秒間分のパルス値から算出）、 

  予測電力、当月最大値、設定目標値 

  日毎需要電力量（30 日分） 

事務所 

デマンドモニター 

LoRa 

無線通信 
RS-485 

RS-485 

LoRa 無線機 

（RS-485 タイプ） 

LoRa 無線機 
（RS-485 タイプ） 

上位ネットワーク及び 

サーバシステム LTE通信 

デマンド監視装置 
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6．外観 

6.1．LTE通信機能無しの場合 

   装置前面パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   装置下部フタ内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

異常ランプ    電源ランプ 液晶表示器 

操作ボタン 
（左・右・決定・取消） 

設定中ランプ 

電力量ランプ 

 

 

 

 

 

制御出力ランプ 

USB端子 
(メモリ専用) 

LCD輝度調整 
ボリューム 

PLC周波数 
切替スイッチ 

AC100V 
電源ケーブル 
接続端子 制御出力及び RS-485通信端子 

パルス入力用端子台 Ethernet端子 



 

 
 
Ｔ－５５１６９改訂３ 

( 9 ) 

   装置上面及び銘板貼付位置 

   ※ ケースの色は黒色となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

* 

背面側 

正面側 

記銘板 

※ 製造番号は YYMMSSSSの構成 

  YY：西暦年下 2桁、MM：月、SSSS：連番 

※ Rev.* 

  *：ハードウェアの改訂番号 

※ No.XXXX* 

  XXXX：銘板の管理番号、*：銘板の改訂番号 

Rev.* 
ＨＡＫＡＲＵ ＰＬＵＳ 

20**年 
YYMMSSSS 

No.XXXX＊ 

P 
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6.2．LTE通信機能有りの場合 

   装置前面パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   装置下部フタ内及び、通信アンテナ接続端子位置 

   ※ ケースの色は黒色となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

液晶モニター          異常ランプ    電源ランプ 
設定中ランプ 

電力量ランプ 

 

電界強度ランプ 

 

 

 

制御出力ランプ 

操作ボタン 
（左・右・決定・取消） 

USB端子 
(メモリ専用) 

PLC周波数 
切替スイッチ 

通信アンテナ接続端子 

LCD輝度調整 
ボリューム 

 

SIMカードソケット 

 

 

通信モジュール 

AC100V 
電源ケーブル 
接続端子 

制御出力及び RS-485 通信端子 

パルス入力用端子台 Ethernet端子 

Main Sub 
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   装置上面及び銘板貼付位置 

   ※ ケースの色は黒色となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

Rev.* 
* 

正面側 

背面側 

記銘板 

※ 製造番号は YYMMSSSSの構成 

  YY：西暦年下 2桁、MM：月、SSSS：連番 

※ Rev.*（*はハードの改訂番号） 

※ No.3478*（*は銘板の改訂番号） 

特定無線設備の技術適合証明等 

※ No.3480*（*は銘板の改訂番号） 

* 
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7．機能 

7.1．主な機能 

（1）電力量パルス計測 

電力量計からの電力量パルスを計測します。 

専用 CTからの入力、または、パルス変換器からのオープンコレクタ出力を受けることが

できます。 

 

（2）予測電力計算・警報通知 

計測した電力量パルスから、30分デマンドにおける予測電力を計算し、設定値を超えそ

うであれば、警報通知します。 

警報は、接点出力をブザーやランプへ有線にて送る方法と、電力線通信、RS-485 通信、

または Ethernet 通信にて、事務所などに設置したデマンドモニターやデマンド警報装置

へ送る方法をご利用になれます。 

 

（3）データ表示 

本装置に搭載した液晶モニターにて、下記のデータを表示します。 

・現在時刻 

・現在電力、予測電力、瞬時電力 

・当月の最大デマンド値 

・記録したデマンド電力値の上位 10データ 

・毎月の電力使用量(検針日毎) 

・電力量パルス、時限パルスの入力状態 

 

（4）警報出力機能 

警報（注意・警戒・限界・機器異常）発報時、本装置に搭載したリレー（フォトモスリレー）

を ONにします。 

 

（5）データロギング機能 

計測した電力量パルスを本体内部メモリへ約 1000日分保存します。 

保存した電力量パルスデータは、デマンド電力や電力量に変換し、帳票出力や通信出力

機能により取り出すことができます。 

 

（6）電力線通信機能（PLC：Power Line Communication） 

デマンドモニターやデマンド警報装置に対し、電力線通信にてデータを送信します。 

※ 本装置を設置したトランス及び同じ相に、デマンドモニターやデマンド警報装置を設

置してください。 
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（7）RS-485通信機能 

RS-485通信端子を 2点搭載しています。 

パソコンなど、外部機器と通信させることにより、設定値の読み出し/設定、データの読

み出し及び警報出力状態の確認を行うことができます。 

 

（8）Ethernet通信機能 

有線の Ethernet 端子を搭載しています。 

既設の LANを介して、デマンドモニター（CSA-109-D2-E形）と有線にて接続することが

できます。（最大 3台のデマンドモニターと通信できます。） 

 

 

（9）Web サーバ機能（HTTPサーバ機能） 

Ethernet通信機能を利用し、既設の LANを介することで、パソコンやタブレット端末の

ウェブブラウザ（Google Chromeに対応）から、装置の計測データや警報状態を確認する

ことができます。 

 

（10）LTE通信機能 

NTT ドコモ社が提供する通信網及び通信サービスを介して、専用サーバとのデータ送受

信を行うことができます。 

通信プロトコルは、別途お打ち合わせの上、規定するものとします。 

  

既設の LAN 

デマンドモニター デマンド監視装置 

デマンドモニター 

デマンドモニター 
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（11）USBメモリへのファイル出力機能 

本装置に USB メモリを接続することで、本装置が記録したデータをファイル出力するこ

とができます。 

下記のフォーマットが選択可能です。 

・CSVフォーマット（テキスト形式、各データはカンマ区切り） 

・XLSフォーマット（Microsoft社の Excelで読み込めるフォーマット） 

※ XLSフォーマットで出力する場合、USB メモリにテンプレートファイル（弊社より提

供するファイル）を予め入れておく必要があります。 

また、設定値及び記録したデータをバックアップすることができます。 

バックアップしたデータを使って装置状態を復元することもできます。 

 

（12）ソフトウェア更新機能 

弊社が提供するアップデートファイルを USB メモリに入れ、本機能を使用すると、本装

置のソフトウェアを更新することができます。 

※ 更新処理中は、通信及び計測機能が使用できません。 

 

  



 

 
 
Ｔ－５５１６９改訂３ 

( 15 ) 

7.2．Webサーバ機能（HTTPサーバ機能）詳細 

7.2.1．概要 

デマンド監視装置が Ethernetネットワークを介してパソコンと接続されている場合、ブラウザ

を介してデータの確認を行うことができます。 

 

デマンド監視装置には、固定の IPアドレスを予め設定しておく必要があります。 

ブラウザを開き、URLとして「http://XXX.XXX.XXX.XXX」を入力すると、メニュー画面を開きま

す。（XXX.XXX.XXX.XXXには、デマンド監視装置に設定した IPアドレスを入力します。） 

 

対応するブラウザは、Google Chromeです。 

これ以外のブラウザでもご使用になれる場合がありますが、その動作は保証しません。 

 

※ デマンド監視装置への Web 接続可能台数は、3 台までとします。（デマンドモニターは含み

ません。） 

または、ブラウザのタブ 3枚或いはウインドウ 3枚までとします。 

3台を超えて接続した場合、またはブラウザ上でタブを 3枚以上開いた場合、画面のデータ

更新が遅くなる場合があります。 

 

 

  

デマンドモニター 

デマンド監視装置 

Ethernet ハブ 

パソコン 
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7.2.2．表示画面仕様 

※ 本書に示す表示画面内容は、基本的な項目のみです。 

  今後のバージョンアップにより、デザインや表示項目が変わる場合があります。 

※ 警報状態を表示する画面において、複数の警報が発生している場合、下記の優先度で表示し

ます。 

優先度大  機器異常 ＞ 限界警報 ＞ 警戒警報 ＞ 注意警報  優先度小 

  なお、警報音は鳴りません。 

※ メニュー画面と設定画面を除き、画面内のデータは約 10秒で自動更新します。 

  但し、端末のスペックや動作状況により、時間がかかる場合があります。 

 

 

（1）メニュー画面 

最初に表示する画面です。 

 

 

（2）現在デマンド画面 

現在の時限における 30分デマンドの推移と、警報の発生状態をグラフ表示します。 
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（3）2 分毎の平均電力画面 

現在の時限における 30分間の、2分毎の平均電力をグラフ表示します。 

 

 

（4）制御状態画面 

現在の時限における接点制御出力の推移をグラフ表示します。 
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（5）過去 24時間の 30 分デマンド電力画面 

過去 24時間のデマンド電力の推移をグラフ表示します。 

限界電力設定値の値を目標ラインとして表示します。 

 

 

（6）過去 24時間の電力量画面 

過去 24時間における、1時間毎の電力量推移をグラフ表示します。 
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（7）過去 30日間の電力量画面 

過去 30日間における、1日毎の電力量推移をグラフ表示します。 

 

 

（8）警報履歴画面 

デマンド警報や機器異常警報の履歴を表示します。 

 

 

 

  

記録種別凡例 
1:出力 1(注意)ON     2:出力 1(注意)OFF     3:出力 2(限界)ON      4:出力 2(限界)OFF 
11:出力 1(注意)ON    12:出力 1(注意)OFF    13:出力 2(警戒)ON     14:出力 2(警戒)OFF 
15:出力 3(限界)ON    16:出力 3(限界)OFF   
79:LTEモジュールエラー 
80:時計データエラー  81:時計 IC エラー     82:EEPROMエラー       84:ノーパルスエラー 
85:FeRAMエラー      86:LCDエラー         87:周波数エラー       88:LAN ICエラー 
89:USBエラー 
90:復電              91:停電       92:時計変更(前)       93:時計変更(後) 

・1～4 はデマンド監視モードが「シンプル 2段階」設定のときに出力 
・11～16はデマンド監視モードが「シンプル 3段階」設定のときに出力 
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（9）帳票出力画面 

指定月の月報、指定日の日報、指定年の年報を出力します。 

 

 

 

月報出力例 

 

※ 合成変成比設定が 9999以下の時、電力及び電力量データは小数点第一位まで 

表示します。 

合成変成比設定が 10000以上の時、電力及び電力量データは整数で表示します。 
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日報出力例 

 

※ 合成変成比設定が 9999以下の時、電力及び電力量データは小数点第一位まで 

表示します。 

合成変成比設定が 10000以上の時、電力及び電力量データは整数で表示します。 
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年報出力例 

 

※ 合成変成比設定が 9999以下の時、電力及び電力量データは小数点第一位まで 

表示します。 

合成変成比設定が 10000以上の時、電力及び電力量データは整数で表示します。 
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7.3．CSVフォーマット詳細 

7.3.1．ファイル名 

出力時に設定した出力開始日がファイル名となります。 

例：出力開始日を「2013/12/01」とした場合、ファイル名は「20131201.csv」となります。 

 

7.3.2．フォーマット 

（1）具体例 

 

※ 合成変成比設定が 9999 以下の時、電力及び電力量データは小数点第一位まで表示します。 

合成変成比設定が 10000以上の時、電力及び電力量データは整数で表示します。 

  

2013,12,1, 
 
kW Data, 
"YYYY/MM/DD",  00:00,  00:30,  01:00,  01:30,     ,  22:30,  23:00,  23:30, 
"2013/12/01",   18.7,   18.6,   19.1,   23.0,     ,   18.0,   21.0,   17.2, 
"2013/12/02",   17.8,   18.2,   18.4,   22.7,     ,   27.0,   21.0,   17.5, 
"2013/12/03",   16.2,   16.1,   15.9,   20.3,     ,   22.5,   19.4,   16.3, 

 
"2013/12/29",   18.3,   15.3,   15.0,   19.3,     ,   27.0,   24.8,   22.5, 
"2013/12/30",   30.0,   24.9,   29.5,   29.4,     ,   28.4,   28.9,   27.1, 
"2013/12/31",   27.5,   27.8,   28.2,   28.0,     ,   20.8,   20.1,   23.1, 
 
kWh Data, 
"YYYY/MM/DD",  00:00,  01:00,  02:00,     ,  22:00,  23:00, 
"2013/12/01",   18.7,   21.1,   21.9,     ,   18.1,   19.1, 
"2013/12/02",   18.0,   20.5,   22.4,     ,   29.3,   19.3, 
"2013/12/03",   16.2,   18.1,   21.0,     ,   24.4,   17.9, 

 
"2013/12/29",   16.8,   17.2,   18.5,     ,   27.3,   23.7, 
"2013/12/30",   27.5,   29.5,   29.1,     ,   29.0,   28.0, 
"2013/12/31",   27.7,   28.1,   27.1,     ,   20.8,   21.6, 
 
Max and Total Data, 
"YYYY/MM/DD", kW(Max), kWh(Total), 
"2013/12/01",    24.3,      445.5, 
"2013/12/02",   231.8,     2569.6, 
"2013/12/03",   215.2,     2424.7, 

 
"2013/12/29",    43.0,      601.7, 
"2013/12/30",    33.2,      633.2, 
"2013/12/31",    28.9,      549.6, 

① 

② 

③ 

④ 
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（2）各データの詳細 

①出力開始日 

項目名 データ内容 

 出力開始日（年,月,日） 

 

②デマンド電力 

項目名 データ内容 

"YYYY/MM/DD" 

記録日（年/月/日） 

出力開始日から 1ヶ月分を出力します。 

例：出力開始日を「2013/11/15」とした場合、 

  「2013/11/15」～「2013/12/14」を出力します。 

00:00 00:00～00:30のデマンド電力 

00:30 00:30～01:00のデマンド電力 

01:00 01:00～01:30のデマンド電力 

01:30 01:30～02:00のデマンド電力 

 
22:30 22:30～23:00のデマンド電力 

23:00 23:00～23:30のデマンド電力 

23:30 23:30～00:00のデマンド電力 

 

③電力量 

項目名 データ内容 

"YYYY/MM/DD" ②の"YYYY/MM/DD"と同様 

00:00 00:00～01:00の電力量 

01:00 01:00～02:00の電力量 

02:00 02:00～03:00の電力量 

 
22:00 22:00～23:00の電力量 

23:00 23:00～00:00の電力量 

 

④日毎の最大デマンド値と累積電力量 

項目名 データ内容 

"YYYY/MM/DD" ②の"YYYY/MM/DD"と同様 

kW(Max) 記録日の最大デマンド値 

kWh(Total) 記録日の累積電力量 
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8．ハードウェア仕様 

8.1．ブロック図 

 

 

  

接点出力×４ 

Ｄ１ 

ＣＯＭ 

Ｄ２ 

ＣＯＭ 

Ｄ３ 

ＣＯＭ 

Ｄ４ 

ＣＯＭ 

ＣＴパルス 
Ｉ／Ｆ 

ＣＰＵ 
（制御部） 

ＬＡＮ 

コントローラ 

フォトモスリレー×４ 

制御出力 
ＬＥＤ×４ 

電源回路 

電源 
ＡＣ１００Ｖ 

スイッチ×４ 

取消 

決定 

＞ 

＜ 

〔操作ボタン〕 

電源 

ＲＳ－２３２Ｃ 

Ｉ／Ｆ 
ＲＳ－２３２Ｃ 

ＲＳ－４８５ 

Ｉ／Ｆ ① 

ＲＳ－４８５ 

Ｉ／Ｆ ② 

ＲＳ－４８５ 
（絶縁タイプ） 

 

ＲＳ－４８５ 
（非絶縁タイプ） 

ＳＤＲＡＭ 

ＦｅＲＡＭ  

ＦＬＡＳＨ 

ＰＬＣ回路 

電源同期 

ＣＴ標準 

パルス入力 

同期信号 

ＣＴ長距離 

パルス入力 

同期信号 

接点 
Ｉ／Ｆ 

パルス入力基板 

異常 

設定中 

電力量 

１ 

２ 

３ 

４ 

■■■ 

■■ 

■ 

圏外 

メンブレンスイッチ 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ 

ＵＳＢ 

Ｉ／Ｆ 
ＵＳＢメモリ 

ＬＴＥ 

モジュール 
ＬＴＥ 
アンテナ 

周波数切換 

ＬＣＤ 

(液晶表示器) 

輝度 

調整 

電界強度 
ＬＥＤ×４ 
LTE 通信機能 

有りの場合に実装 
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8.2．仕様 

（3）スイッチ 

1．操作ボタン・・・・4点（左、右、決定、取消） 

本体パネル面に配置し、表示項目の切り替えや設定に使用します。 

 

2．PLC周波数切替スイッチ・・・・1点 

本体下部フタ内に配置し、PLCにおける搬送周波数の変更をする場合に使用します。 

 

（4）液晶表示器・・・・1 点 

本体パネル面に配置し、計測値確認、設定値設定（確認）に使用します。 

モノクロ 16文字 2行の表示が可能です。また、輝度調整が可能です。 

 

（5）表示ランプ 

1．電源ランプ・・・・青色×1点 

本体電源 ON で点灯します。 

 

2．異常ランプ・・・・赤色×1点 

本体に異常を検出すると点灯または点滅します。 

 

3．設定中ランプ・・・・緑色×1点 

本体が設定中の時、点滅します。 

 

4．電力量ランプ・・・・緑色×1点 

電力量パルスの検出状態により、点滅します。 

 

5．制御出力ランプ・・・・緑色×4点 

制御出力が ONで、対応したランプが点灯します。 
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6．電界強度ランプ（オプション）・・・・緑 3点＋赤 1点 

LTE通信機能有りの場合に具備し、下記の動作をします。 

ランプの状態 内容 

全て消灯 LTE モジュールの電源 OFF 

全て点滅（500ms） 

LTE モジュール設定中 

※起動後は必ず LTE モジュール設定を行います。 

※起動から LTE モジュール設定完了まで約 1 分かかります。 

※設定中に一度 LTE モジュールを再起動します。 

圏外点灯 
SIM カードがない 

または、通信が圏外状態で待機 

■点灯 通信レベル 1（アンテナ 1 本）で待機（パケット非通信状態） 

■■点灯 通信レベル 2（アンテナ 2 本）で待機（パケット非通信状態） 

■■■点灯 通信レベル 3（アンテナ 3 本）で待機（パケット非通信状態） 

圏外～■■■のいずれか 1 つが 

早い点滅（200ms） 
該当の通信レベルで着信中または発信中 

圏外～■■■のいずれか 1 つが 

ゆっくり点滅（500ms） 
該当の通信レベルで回線接続処理中 

圏外～■■■のいずれか 1 つが 

2 連点滅（500ms毎 2回 ON、1秒 OFF） 
該当の通信レベルでオンライン状態 
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（6）電力量パルス入力・・・・1点 

下記の 1～3のいずれかをご使用ください。 

※ 最小パルス幅より短いパルスでは使用しないでください。 

  正しく検出できないことがあります。 

 

1．専用 CT標準タイプ 

取引用計器から発せられるパルスを専用 CTにて検出する場合に使用します。 

パルス定数 50000pulse/kWh 

最小パルス幅 ON：10ms、OFF：10ms 

パルス電流 DC 10mA 以上 40mA以下 

検出 CT 分割式 

リード線 4ｍ 延長不可 

 

2．専用 CT長距離タイプ 

取引用計器から発せられるパルスを専用 CT にて検出する場合において、4ｍ以上の

距離がある場合に使用します。 

パルス定数 50000pulse/kWh 

最小パルス幅 ON：10ms、OFF：10ms 

パルス電流 DC 10mA 以上 40mA以下 

検出 CT 分割式 

リード線 指定（5ｍ単位 100ｍまで） 

※ 接続には別途専用線をご指定ください。 

 

3．無電圧パルスまたはオープンコレクタ入力 

パルス変換器などのパルス出力を接続します。 

入力可能パルス 無電圧パルスまたはオープンコレクタ出力 

パルス定数 50000pulse/kWh 

最小パルス幅 ON：10ms、OFF：10ms 

内部動作電圧 12V 

※ 接続にはシールド付きケーブルを使用し、50ｍ以内で配線ください。 

  なお、ケーブル長は、電気ノイズや電磁誘導により影響されますので、対策して

ください。 
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（7）同期信号入力・・・・1点 

時限パルス（時刻の 0分及び 30分毎に発せられる時刻同期信号）を入力します。 

下記の 1～3のいずれかをご使用ください。 

設定により、不使用にすることもできます。 

※ 最小パルス幅より短いパルスでは使用しないでください。 

  正しく検出できないことがあります。 

 

1．専用 CT標準タイプ 

取引用計器から発せられるパルスを専用 CTにて検出する場合に使用します。 

最小パルス幅 ON：50ms、OFF：50ms 

パルス電流 DC 10mA 以上 40mA以下 

検出 CT 分割式 

リード線 4ｍ 延長不可 

 

2．専用 CT長距離タイプ 

取引用計器から発せられるパルスを専用 CT にて検出する場合において、4ｍ以上の

距離がある場合に使用します。 

最小パルス幅 ON：50ms、OFF：50ms 

パルス電流 DC 10mA 以上 40mA以下 

検出 CT 分割式 

リード線 指定（5ｍ単位 100ｍまで） 

※ 接続には別途専用線をご指定ください。 

 

3．無電圧パルスまたはオープンコレクタ入力 

パルス変換器などのパルス出力を接続します。 

入力可能パルス 無電圧パルスまたはオープンコレクタ出力 

最小パルス幅 ON：50ms、OFF：50ms 

内部動作電圧 12V 

※ 接続にはシールド付きケーブルを使用し、50ｍ以内で配線ください。 

  なお、ケーブル長は、電気ノイズや電磁誘導により影響されますので、対策して

ください。 
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（8）制御出力端子・・・・4点（制御出力 1～4） 

本体の警報状態を半導体リレーにて出力します。 

各出力の出力条件は、設定操作により選択します。 

接点容量 AC100V、120mA(抵抗負荷) 

ON抵抗 
Typ17Ω、Max35Ω 

フォトモスリレー 

 

（9）USB メモリ端子・・・・１点 

USBメモリを接続し、記録データの出力が可能です。 

インターフェース USB 1.0/USB 2.0 

端子形状 USB Type A 

※ USBメモリ以外の機器は接続しないでください。故障や異常動作の原因となる恐れが

あります。 

※ USB メモリは弊社よりご購入ください。市販品もご利用になれる場合がありますが、

動作は保証致しません。 

 

（10）通信機能 

1．RS-485通信端子・・・・2点（絶縁タイプと非絶縁タイプが 1点ずつ） 

通信仕様については、通信仕様書をご参照ください。 

インターフェース RS-485準拠 

絶縁回路 CH1側：絶縁タイプ、CH2側：非絶縁タイプ 

伝送速度 9600bps・19200bps・38400bps 

同期方式 調歩同期方式 

文字コード ASCIIまたはバイナリ（通信モードに依存） 

データ形式 

スタートビット：1ビット 

データ長   ：7ビット・8ビット 

パリティビット：なし・偶数・奇数 

ストップビット：1ビット・2ビット 

フロー制御 なし 

 

2．RS-232C通信端子・・・・1点 

通信仕様については、通信仕様書をご参照ください。 

インターフェース RS-232C準拠（但し、専用ケーブルを使用） 

伝送速度 9600bps・19200bps・38400bps 

同期方式 調歩同期方式 

文字コード ASCII 

データ形式 

スタートビット：1ビット 

データ長   ：7ビット・8ビット 

パリティビット：なし・偶数・奇数 

ストップビット：1ビット・2ビット 

フロー制御 なし 
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3．AC100V PLC 通信回路・・・・1点 

電源ケーブルを介して、電力線通信を行い、デマンドモニター・中継器・警報装置へ

データを伝送します。 

通信媒体 既設電灯線(AC100V同一相の電路で約 150m ※) 

変調方式 FSK方式 

搬送周波数 9kHz または 7.5kHz の ±300Hz 

伝送速度 
電源周波数に同期 

50Hzの場合：100bps、60Hzの場合：120bps 

電文仕様 当社製 TDD3ZB・TDD3NB互換 

※ 伝送距離は、負荷状態によって変わります。 

  また、デマンドモニター・中継装置・警報装置と本装置の電源ラインは、相を合

わせて接続してください。通信できない場合には、中継装置（オプション品）ま

たは専用配線にて対策ください。 

 

4．Ethernet通信端子・・・・1点 

LAN ケーブルを介して、有線にてパソコンやデマンドモニターと通信するために使

用します。 

規格 
IEEE802.3/IEEE802.3u準拠 

(100BASE-TX/10BASE-T) 

対応プロトコル TCP/IP(IPv4)、ICMP(ping)、FTP、HTTP 

通信方式 CSMA/CD 

伝送速度 10/100Mbps(自動切替) 

IP取得方法 手動（DHCP不使用） 

AUTO-MDIX 非対応 

コネクタ形状 RJ-45型 8極コネクタ 

 

5．LTE通信機能・・・・1点（オプション） 

NTTドコモ社のサービス（LTE）を介して、専用サーバと通信します。 

通信仕様については、別途お打ち合わせの上、決定するものとします。 

対応プロトコル TCP/IP(IPv4)、ICMP(ping) 

通信方式 LTE 

伝送速度 
上り：最大 37.5Mbps 

下り：最大 112.5Mbps 
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（11）時計機能 

電源の周波数に同期し、50Hz・60Hzを自動認識します。 

停電中（約 6ヶ月間）は電気二重層コンデンサと時計 ICにより、自動歩進します。 

（誤差：常温(23℃)での使用において、日差±3秒以内） 

時計 ICにエラーが発生した場合は、歩進しません。 

電源の周波数に異常を検知した場合は、電源の周波数には同期せず、時計 ICにより歩進

します。正常な周波数を検出すると、再び電源の周波数に同期します。 

時限パルスを有効にしている場合、時限パルス検出タイミングで時刻を自動補正します。 

 

8.3．停電補償 

（1）バックアップデータ 

時計データ：電気二重層コンデンサにより、停電時も計時します。 

計測値及び設定値：不揮発性メモリにて記憶します。 

 

（2）バックアップ可能期間 

時計データ：3ヶ月（満充電にて） 

計測値：各データの記録期間に依存します。 

    停電により消去されることはありません。 

設定値：設定値変更、またはリセット操作をしない限り、半永久的に保持します。 

    停電により消去されることはありません。 

 

8.4．補助電源 

AC85～132V（100V）20VA以下（PLC非送信時、LTE通信機能有り） 

AC85～132V（100V）15VA以下（PLC非送信時、LTE通信機能無し） 

 

8.5．絶縁試験 

① 補助電源一括 ～ 他回路端子・アース端子一括間 

DC500V絶縁抵抗計にて  50MΩ以上 

② 制御出力端子一括 ～ 他回路端子・アース端子一括間 

DC500V絶縁抵抗計にて  50MΩ以上 

③ RS-485絶縁タイプ側 ～ 他回路端子・アース端子一括間 

DC500V絶縁抵抗計にて  50MΩ以上 

④ 電気回路一括 ～ アース端子間 

DC500V絶縁抵抗計にて  50MΩ以上 

※ RS-232C、RS-485 非絶縁タイプ側、Ethernet、USB、CT入力端子は除く 
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8.6．耐電圧 

AC2000V  1分間  加えて試験。 

① 補助電源一括 ～ 他回路端子・アース端子一括間 

② 制御出力端子一括 ～ 他回路端子・アース端子一括間 

③ RS-485絶縁タイプ側 ～ 他回路端子・アース端子一括間 

④ 電気回路一括 ～ アース端子間 

※ RS-232C、RS-485 非絶縁タイプ側、Ethernet、USB、CT入力端子は除く 

 

8.7．本体重量 

① LTE通信機能無し：約 1000g（電源コード、CT、マグネット除く） 

② LTE通信機能有り：約 1100g（電源コード、CT、マグネット、アンテナ除く） 

 

8.8．衝撃 

装置に 50Gの衝撃を前後左右及び上下方向に各 3回加えて試験。 

 

8.9．振動 

装置に振動数 16.7Hz、振動変位振幅ピークピーク値 4ｍｍの振動を、取付面を含む互いに 

直角な 3軸方向にそれぞれ 1時間加えて試験。 

 

8.10．ケース材質 

ABS樹脂  難燃グレード UL94V-0  黒色 

 

8.11．使用条件 

① 使用温度 

－１０～５５℃（保存温度  －２０～７０℃） 

パネル面のＬＣＤは０～５０℃で視認可能です。 

低温環境下では表示の応答速度が遅くなる場合があります。 

② 使用湿度 

３０～８５％ＲＨ（結露無きこと） 

③ 設置 

直射日光の当たらない場所に設置してください。 

高温になる環境では使用しないでください。 

④ その他 

腐食性ガスのある場所では使用しないでください。 

塵埃の少ない場所に設置してください。 
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9．ソフトウェア仕様 

9.1．設定項目 

（1）システム設定 

設定項目 設定内容 

日時 年（西暦二桁）、月、日、時、分 

電力量パルス 標準 CT / 長距離 CT / 無電圧パルス 

外部同期信号 標準 CT / 長距離 CT / 無電圧パルス / 使用しない 

デマンド監視モード シンプル 2段階 / シンプル 3段階 

契約番号 
10桁 

(アルファベット大文字、数字、スペース、ハイフン) 

ノーパルスエラー 

待ち時間 

0:エラー判定しない 

1～9999秒 

 

※ デマンド監視モードが「シンプル 2段階」の場合、制御出力 1～2 が「注意警報」「限

界警報」として動作し、制御出力 3 が「機器異常警報」、制御出力 4 は不使用となり

ます。 

  デマンド監視モードが「シンプル 3段階」の場合、制御出力 1～3 が「注意警報」「警

戒警報」「限界警報」として動作し、制御出力 4 が「機器異常警報」として動作しま

す。 

 

（2）警報設定 

設定項目 設定内容 

注意電力設定値 
1～9999kW(合成変成比 9999以下)、 

1～65000kW(合成変成比 10000以上) 

警戒電力設定値 

1～9999kW(合成変成比 9999以下)、 

1～65000kW(合成変成比 10000以上) 

（監視モードが「シンプル３段階」の場合に設定可能） 

限界電力設定値 
1～9999kW(合成変成比 9999以下)、 

1～65000kW(合成変成比 10000以上) 

マスク時間 1～30分 

ONホールドタイマ 0～9999秒 

OFFホールドタイマ 0～9999秒 

警報マスク時間帯 開始「時」～終了「時」 

 

※ 警報マスク時間帯の開始「時」と終了「時」を同じ時間にすると、不使用設定となり

ます。 

  開始「時」と終了「時」を設定すると、該当の時間帯はデマンドの警報を出力しなく

なります。（機器異常警報は出力します。） 

  日を跨ぐ設定も可能です。 

  例：20時～8時に指定した場合、毎日 20 時から次の日の 8時まで警報出力しません。 
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（3）計測設定 

当社の電力量変換器を使用する場合など、CT 比が下記一覧の中になかったり、VT 比が

6600V/110Vでなかったりする場合は、合成変成比を設定してください。合成変成比を使

用しない場合は、合成変成比をゼロに設定してください。 

設定項目 設定内容 

CT比 ※1 

CT一次側定格値／5A 
一次側定格値は以下から設定可能。 

5A、10A、15A、20A、25A、30A、40A、50A、60A、75A、

80A、100A、120A、150A、200A、250A、300A、400A、

500A、600A 

合成変成比 ※2 0（合成変成比不使用）、1～65000 

補正係数 ※3 0.01～2.00 

検針日 1～28日 

最大デマンド 

リセット設定 
手動 / 自動 

 

※1 CT一次側定格値は、取引用計器の記載値をご確認頂き、同じ値に設定します。 

  本設定値を使用して計測する場合は、合成変成比をゼロに設定してください。 

  本設定値を使用して計測する場合の VT比は、6600V／110V固定です。 

 

※2 合成変成比を使用して計測する場合は、上記の CT比設定は無効となります。 

  ゼロに設定すると、本設定値は無効になります。 

  また、合成変成比は、CT比×VT比により算出されます。 

   CT比 = CT 一次側定格値／5A 

   VT比 = VT一次側定格値／110V 

  当社の電灯動力合算形電力量変換器（TWPD-1）を使用する場合、電灯側電力と動力

側電力の和算値を設定してください。 

  （電灯側が 10kW、動力側が 20kWの場合、「30」を設定します） 

 

※3 電力量変換器を使用した場合、電力量計との誤差が大きい場合は、補正係数を調整

してください。 

  補正する必要のない場合は、初期値の「1.00」でご使用ください。 
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（4）通信設定 

通信設定は、各通信機能で独立した設定値を持っています。 

⑤RS-232C及び RS-485通信設定 

設定項目 設定内容 

局番（アドレス） 

通信モード：Modbus通信モード(Mode C)以外のとき 

S000 ～ SFFF (S固定、16進 3桁) 

通信モード：Modbus通信モード(Mode C)のとき 

0x00 ～ 0xFF (0x固定、16進 2桁) 

通信速度 9600 / 19200 / 38400 [bps] 

通信パラメータ 

データ長・パリティビット・ストップビット  

7bit・None(なし)・1bit 

8bit・None・1bit 

7bit・Even(偶数)・1bit 

8bit・Even・1bit 

7bit・Odd(奇数)・1bit 

8bit・Odd・1bit 

7bit・None・2bit 

8bit・None・2bit 

7bit・Even・2bit 

8bit・Even・2bit 

7bit・Odd・2bit 

8bit・Odd・2bit 

通信モード 

Mode A：標準通信モード 

Mode C：Modbus通信モード 

Mode B1：特殊仕様モード 1(当社専用) 

Mode B2：特殊仕様モード 2(当社専用)  

 

※1 上記設定値は、各通信端子(RS-232C/RS-485①/RS-485②)で独立した設定となっ

ておりますので、通信端子毎に局番や通信速度を変えることができます。 

 

※2 局番を「S000」に設定すると、受信した電文内の局番号をチェックせずに処理し

ます。 

 

※3 通信モードの「Modbus通信モード」は、当社製 LoRa無線機を介してデマンドモ

ニターと通信する場合に設定します。 

  CSA-109-D2-R と組み合わせてこのモードを使用する場合、合わせて下記の設定

を行ってください。 

   ・局番：0x10 

   ・通信速度：9600bps 

   ・通信パラメータ：8bit・None・1bit 

 

※4 通信モードの「特殊仕様モード」は、当社専用仕様となっています。 

  



 

 
 
Ｔ－５５１６９改訂３ 

( 37 ) 

⑥PLC(電力線通信)設定 

設定項目 設定内容 

使用可否 使用する / 使用しない 

出力レベル 10％～100％（10段階） 

アドレス 0～3 

 

※1 使用可否設定を「使用しない」にすると、PLC出力を停止します。 

 

※2 出力レベル設定値は、初期値「50％」です。 

  通常、出力レベル設定値を変更する必要はありません。 

 

※3 アドレス設定値は、初期値「0」です。 

  通常、アドレス設定値を変更する必要はありません。 

 

⑦Ethernet設定 

設定項目 設定内容 

IPアドレス 0.0.0.0～255.255.255.255(一桁毎に設定) 

マスクビット 0.0.0.0～255.255.255.255(33段階設定) 

ゲートウェイ 0.0.0.0～255.255.255.255(一桁毎に設定) 

 

※1 IP アドレスには、ネットワーク管理者から与えられた装置自身のアドレスを設

定してください。 

 

※2 マスクビット、ゲートウェイアドレスは、設定値を誤っていても通信できる場合

がありますが、必ず正しい設定値をご確認の上、設定してください。 

 

※3 ゲートウェイを特に使用しない場合は、0.0.0.0に設定してください。 
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9.2．表示項目 

表示状態 表示内容 

時計表示 
※1 

現在時刻：時分秒(各 2桁)、現在デマンド(現在電力)：5桁、 

予測電力：5桁 

契約番号表示 10桁 

シリアル番号表示 12桁(装置の MACアドレスを表示) 

瞬時電力表示 ※1 瞬時電力：5桁 

入力パルス表示 
Whパルスの速度[パルス/秒]、 

同期信号のカウント値[回]：2桁 

当月最大値表示 ※1 当月の最大デマンド電力：5桁 

電力量表示 ※2 電力量カウント値[kWh]：整数部 8桁、小数部 5桁 

最大デマンド表示 
※1 

順位(MAX01～MAX10)、年月日（年 4桁、その他 2桁） 

記録時間、デマンド電力：5桁 

月別積算電力量表示 
※3,※4 

記録月度：2桁、 

電力量：8桁 

装置状態表示 エラー発生していれば、その内容を表示 

バージョン表示 
形式、バージョン番号、 

PLC搬送周波数(PLC使用する設定の場合)、電源周波数、 

 

※1 電力データは、小数点第一位を四捨五入します。 

合成変成比が 9999以下の時、9999kWを超える電力データは 9999kWで表示します。 

合成変成比が 10000以上の時、65000kWを超える電力データは 65000kWで表示します。 

 

※2 電力量表示の電力量カウント値は、99999999.99999kWh を超えると再び 0 からカウント

します。 

 

※3 月別積算電力量表示の積算電力量と、年報の同 1か月分の積算電力量は算出方法が異な

るため、値が一致しない場合があります。 

 

※4 合成変成比が 9999以下の時、月別積算電力量は最大値が 999999kWhとなります。 

合成変成比が 10000以上の時、月別積算電力量は最大値が 48360000kWh 

（65000kWh×24h×31日）となります。 

どちらの場合も、電力量データは小数点第一位を四捨五入します。 
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9.3．デマンド警報出力仕様 

9.3.1．デマンド監視モード：シンプル 2段階の場合 

計測中のデマンド電力を注意・限界電力設定値と比較し、設定値を上回っていれば、該当の出

力を ON、下回っていれば OFFします。 

 

注意警報の ON/OFFは、制御出力 1に出力します。 

限界警報の ON/OFFは、制御出力 2に出力します。 

 

設定した注意・限界電力設定値は、時間毎の値に変換しながら比較します。 

例：注意電力に 300kW を設定した場合 

 →10分の時点では 100kW、15分の時点では 150kW にしてその時点のデマンド電力と比較し

ます。 

 

設定値とデマンド電力の比較は、1秒毎に行います。 

 

本体で計算した予測電力は、表示のみです。警報出力には使用しません。 

 

各時限の始めは、マスク時間（1～30分で設定可能）を設け、警報出力しません。 

  

注意 

限界 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

0 分 15 分 30 分 

マスク時間 
（1～30 分） 

この間は出力しない 

限界電力設定値 
注意電力設定値 

注意 ON 

電力 

時間 

限界 ON 

注意 OFF 

デマンド電力 

限界 OFF 
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9.3.2．デマンド監視モード：シンプル 3段階の場合 

計測中のデマンド電力を注意・警戒・限界電力設定値と比較し、設定値を上回っていれば、該

当の出力を ON、下回っていれば OFFします。 

 

注意警報の ON/OFFは、制御出力 1に出力します。 

警戒警報の ON/OFFは、制御出力 2に出力します。 

限界警報の ON/OFFは、制御出力 3に出力します。 

 

  

警戒 

限界 

ON 
OFF 

ON 
OFF 

0 分 15 分 30 分 

マスク時間 
（1～30 分） 

この間は出力しない 

限界電力設定値 
注意電力設定値 

警戒 ON 

電力 

時間 

限界 ON 

警戒 OFF 

デマンド電力 

注意 ON 

注意 OFF 

注意 
ON 

OFF 

限界 OFF 
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9.3.3．ONホールドタイマ、OFFホールドタイマの動作 

短時間で何度も警報を ON/OFFしないようにするため、制御出力の出力状態を一定時間維持する

ためのタイマを設けています。 

初期値は 60秒です。お使いの現場に合わせて、適切な値を設定ください。 

ONホールドタイマ 

警報が OFF→ONしたタイミングで動作開始。 

タイマが動作中は、該当の警報出力を OFFしません。 

タイマが動作中は、マスク時間内でも警報を OFFしません。 

OFFホールドタイマ 
警報が ON→OFFしたタイミングで動作開始。 

タイマが動作中は、該当の警報出力を ONしません。 

 

上記は注意警報で ONホールドタイマ、OFFホールドタイマが動作した例です。 

ONホールドタイマ、OFFホールドタイマは、警戒・限界警報でも同様に動作します。 

  

0 分 30 分 

マスク時間 
（1～30 分） 

この間は出力しない 

限界電力設定値 
注意電力設定値 

電力 

時間 

デマンド電力 

OFF 注意 
ON 

OFF 
ON 

OFF 
ON 

ON ホールドタイマ 

この間は OFF しない 

OFF ホールドタイマ 
この間は ON しない 

デマンド電力が設定値を

上回っていますが、OFF 

ホールドタイマ動作中な

ので、警報 OFF を維持し

ています。 

デマンド電力が設定値を

下回っていますが、ON ホ

ールドタイマ動作中なの

で、警報 ONを維持してい

ます。 

マスク時間内ですが、ON

ホールドタイマ動作中な

ので、警報 ONを維持して

います。 
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9.3.4．警報マスク時間帯設定の動作 

警報マスク時間帯設定を行うと、指定した時間帯は、デマンド警報（注意・警戒・限界警報）

とノーパルスエラーを出力しなくなります。 

夜間蓄熱運転による蓄熱ピークシフト割引の適用を受ける場合にご利用ください。 

 

警報マスク時間帯設定の開始と終了を同じ時間に設定すると、本設定は無効となります。 

 

①通常のデマンド警報制御 

 

②警報マスク時間帯を 22時～8時に設定した場合 

※ 蓄熱ピークシフト割引の契約を予め行ったものとします。 

 

ご注意 

上記は、あくまで一例であり、警報マスク時間帯の設定を行うことで、基本料金の割引

を保証するものではありません。 

実際の割引内容及び契約については、電力会社へお問い合わせください。 

  

デマンド警報は、設定値を超えると 24時間いつでも出力します 

0時 8 時 22時 24時 

電力 

契約電力 

夜間時間の 
最大需要電力 

夜間時間へ移行できる負荷 警報発生ライン 

0時 8 時 22時 24時 

電力 

変更前の契約電力 
新しい契約電力 

夜間時間の 
最大需要電力 

新しい警報発生ライン 
基本料金の割引 

22 時～8時の間、デマンド警報を出力しませんので、この間の最大需要電力が設定値を大きく超

えますが、蓄熱調整契約により割引されます 
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9.4．機器異常の出力・表示機能 

（1）概要 

機器異常検出時、機器異常接点出力を ON、復帰時に OFFします。 

停電及び電源 OFF 時は出力しません。 

デマンド監視モードが「シンプル 2 段階」設定の場合、制御出力 3 が機器異常出力にな

ります。 

デマンド監視モードが「シンプル 3 段階」設定の場合、制御出力 4 が機器異常出力にな

ります。 

また、LCDの装置状態表示にて発生中の異常内容を表示するとともに、異常ランプが点滅

します。 

機器異常を検出した後、正常状態を検出すると、自動的に復帰します。 

 

（2）検出内容 

①ノーパルスエラー 

「ﾉｰﾊﾟﾙｽ ｴﾗｰ」を表示します。 

電力量パルス信号が一定時間を超えて入力されなかった場合に出力します。 

検出までの時間は、設定により変更可能です。 

 

②時計データエラー 

「ﾄｹｲ ﾃﾞｰﾀ ｴﾗｰ」を表示します。 

長期の停電などで、装置の時計データが異常になっている場合に出力します。 

このエラーを検出した場合は、時計を再設定してください。 

 

③時計 ICエラー 

「ﾄｹｲ IC ｴﾗｰ」を表示します。 

装置の時計 ICに異常を検出した場合に出力します。 

 

④LCDエラー 

「LCD ｴﾗｰ」を表示します。 

装置の液晶表示器に異常を検出した場合に出力します。 

 

⑤LAN ICエラー 

「LAN IC ｴﾗｰ」を表示します。 

装置の Ethernet を制御する ICに異常を検出した場合に出力します。 

 

⑥USBエラー 

「USB ｴﾗｰ」を表示します。 

装置の USB制御回路に異常を検出した場合に出力します。 
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⑦電源周波数エラー 

「ｼｭｳﾊｽｳ ｴﾗｰ」を表示します。 

電源周波数 50Hzまたは 60Hzの±3Hzを外れた場合に出力します。 

このエラーを検出中 PLCによる通信はできませんが、電力量パルスの計測は行いま

す。 

 

⑧EEPROMエラー 

「EEPROM ｴﾗｰ」を表示します。 

装置の内部メモリに異常を検出した場合に出力します。 

 

⑨FeRAMエラー 

「FeRAM ｴﾗｰ」を表示します。 

装置の内部メモリに異常を検出した場合に出力します。 

 

⑩LTEモジュールエラー 

「LTE ﾓｼﾞｭｰﾙ ｴﾗｰ」を表示します。 

装置内部の LTE通信モジュールに異常を検出した場合に出力します。 

 

9.5．警報の履歴記録機能 

デマンド警報（注意・警戒・限界）の発生／復帰時、または、機器異常・復電・停電・時計変

更を検出した場合に、その時間と現在デマンド(現在電力)、予測電力を記録します。 

（時計変更は時計変更前後の時間を記録します。） 

記録件数は 5000件とし、それを越えた場合は、古いデータから順に上書きします。 

記録したデータは、通信または初期化によりのみクリアし、記録したデータの時刻よりも過去

になるように時計をセットした場合でも、削除は行いません。 

なお、時計変更履歴に関しては以下の注意点があります。 

 

① 同期信号による時計変更時は、時計変更前後の時間差が 5分を越える場合にのみ履歴を記

録します。 

 

② バックアップデータを使用して機器状態を復元した場合は、時計変更前後の時間は同じ時

間となります。 
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9.6．メモリ記憶保持項目 

（1）設定値 

「9.1．設定項目」を参照してください。 

 

（2）各種計測データ 

①最大デマンド（年、月、日、時、分、デマンド電力値）・・・・10 データ 

・記録日時は、デマンド時限の終了時刻で記録します。 

 例：8月 10日の 10：00～10：30に計測した値が最大デマンド値だった場合、そ

の記録日時は 8月 10日 10：30となります。 

・リセット操作または最大値更新されるまで、値を保持します。 

 また、最大デマンドリセット設定によっても、保持期間が異なります。 

最大デマンド 

リセット設定 
動作 

自動 

リセット操作または最大値更新されるまでデータ保持。 

また、記録後１年経過したデータは、自動的に削除。 

（次年度の同じ月に削除します） 

手動 
一度記録したデータは、リセット操作または最大値更新

されるまでデータ保持。 

 

②毎月の積算電力量（全日量）・・・・13カ月分 

・パルス値で保存し、表示時や通信にて出力時に電力量を演算します。 

・14ヶ月目で 1ヶ月目を上書きします。 

 

③30分毎のパルス数・・・・1000日分 

・1001日目で 1日目を上書きします。 

 

④1分毎のパルス数・・・・10日分 

・11日目で 1日目を上書きします。 

 

⑤30秒毎のパルス数・・・・5日分 

・6日目で 1 日目を上書きします。 

 

⑥デマンド警報・機器異常・復電・停電の履歴・・・・5000件 

・5001件目で 1件目を上書きします。 

 

⑦30秒毎の制御状態・・・・1日分 

・2日目で 1 日目を上書きします。 
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9.7．月別積算電力量の記録期間 

月別積算電力量は、「検針日」設定に基づき記録します。 

 

例：検針日を 1日に設定した場合 

検針日が 1日の場合、LCDに「7ガツ」と表示する時の積算電力量は、 

6月 1日 0時 0分 0秒から 6月 30日 23時 59分 59秒までを計測した値となります。 

 

例：検針日を 15日に設定した場合 

検針日が 15日の場合、LCDに「7ガツ」と表示する時の積算電力量は、 

6月 15日 0時 0分 0秒から 7月 14日 23時 59分 59秒までを計測した値となります。 

 

 

9.8．当月の最大デマンドの算出期間 

当月の最大デマンドは、現在時刻の月の 1日から、現在時刻までに確定したデマンド電力の中

で、最大値を検索し、表示します。 

月が変わった直後の 0時 29分 59秒までは、前月に計測した値を表示します。 

  

6月 1日 0：00 7月 1日 0：00 

7 月分の値 

6月 15日 0：00 7月 15日 0：00 

7 月分の値 



 

 
 
Ｔ－５５１６９改訂３ 

( 47 ) 

9.9．予測電力の計算について 

（1）概要 

本機で扱う予測電力は、過去 1 分間のパルス増加量を基に、0 分(30 分)時のデマンド電

力を予測したものです。 

本体内蔵の時計と、30分デマンド時限内に計測したパルスから演算します。 

1分(時計表示が 0秒になった瞬間)毎に更新し、本体 LCDに表示します。 

 

（2）計算方法 

①30分デマンドリセット予定時刻と現在時刻との差(30分デマンド時限の残り時間)を

分単位で求めます。 

 

30分デマンド時限の残り時間(min) ＝ 次回デマンドリセット予定時刻 － 現在時刻 

 

②過去 1分間に計測したパルスの増加量が、デマンドリセット予定時刻まで一定である

と仮定し、30分デマンド時限の残り時間で計測できると予測されるパルス数を求めま

す。 

 

予測パルス数(PEX) ＝ 過去 1分間のパルス増加量(PΔ) × min 

 

③前回のデマンドリセット時刻から現在時刻までに計測したパルス数(Pnow)に、上記で

求めた予測パルスを加算したものが、今のデマンド時限全体で計測できるパルス数

(Pall)であるとし、この値からデマンド電力を演算します。 

 

  

P
EX
 

P
Δ
 

P
now
 

P
all
 

min 

時刻 

パルス数 

30分 

1分 

現在時刻 

前回デマンドリセット時刻 次回デマンドリセット時刻 

この値で、 
30 分デマンド
電力演算を行う 
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④デマンド電力の演算にあたり、以下の定数を用います。 

パルスレート：     0.04[W･30分/pulse] 

 

CT比：           CT一次側定格値[A]/5[A] 

VT比：           6600[V]/110[V]固定 

または 

合成変成比         CT比×VT比（1～65000） 

 

※ パルスレートは 50000[pulse/kWh]から求めた値です。 

  50000[pulse/kWh] → 1/50000[kWh/pulse] = 1000/50000[Wh/pulse]  

                                          = 0.02[Wh/pulse] 

                                          = 0.04[W･30分/pulse] 

※ CT 一次側定格値は本体設定値(CT比)にて登録します。 

※ VT比は、6600[V]/110[V]固定です。 

 

⑤上記定数を用いてデマンド電力を計算します。 

デマンド電力[kW] = Pall[pulse/30 分]× 0.04[W･30分/pulse] × CT比 × VT比 / 1000 

または 

デマンド電力[kW] = Pall[pulse/30 分]× 0.04[W･30分/pulse] × 合成変成比 / 1000 

 

※ 演算後の値は、小数点以下第一位を四捨五入します。 

※ 上記演算結果を、予測電力として表示します。 

  

合成変成比設定をゼロに設

定すると、自動的にこちら

側で計算されます。 
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9.10．瞬時電力の計算について 

（1）概要 

本機で扱う瞬時電力は、過去 30秒間分のパルス増加量を基に、現在の電力値を計算した

ものです。 

10秒毎にパルスを記録しながら、計算します。 

時計に同期はしません。 

 

（2）計算方法 

30秒間分のパルス値を Pとすると 

瞬時電力[kW] = P[pulse/30 秒]×60[30秒/30分]× 0.04[W･30分/pulse] × CT 比 × VT比 / 1000 

または 

瞬時電力[kW] = P[pulse/30 秒]×60[30秒/30分]× 0.04[W･30分/pulse] × 合成変成比 / 1000 

 

※ 演算後の値は、小数点以下第一位を四捨五入します。 

※ 上記演算結果を、瞬時電力として表示します。 
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9.11．同期信号について 

（1）概要 

電力量計からの時限パルス（同期信号）を本装置で検出させると、本装置の時計を電力

量計の時計に同期させることができます。 

 

（2）動作 

①時限パルスを検知時、本体の時計が前回のデマンド時限より 15分以上経過していれ

ば、本体の時計を次のデマンド時限時刻へ進めます。（例 1） 

 15分経過していなければ、本体の時計を前回のデマンド時限時刻(今の時限の開始時

刻)へ戻します。（例 2） 

 

 

 

②時限パルス検出後、29分 50秒経過するまでは、次の信号を受け付けません。（例 3） 

 

  

時限パルス 

本体の時計 

電力 
時限時刻 

進めた時間 

時限時刻 

① 

② 

③ 

①時限パルスを検出 
 
②次のデマンド時限へ時計を進める 
 
③デマンドリセットし、次のデマンド時

限の計測を開始する 

例 1：次の時限に時計を進める場合 

時限パルス 

戻した時間 

① 

② 
③ 

①時限パルスを検出 

 

②今のデマンド時限へ時計を戻す 

 

③デマンド電力の計測は、時計を戻す直

前の値のまま、継続して計測する 

例２：今の時限の開始時刻に時計を戻す場合 

本体の時計 

電力 
時限時刻 時限時刻 

①時限パルスを検出 

  不感帯タイマ開始 

 

②パルスを検出しますが、不感帯タイマ動作中な

ので、無視します。 

 

③不感帯タイマのタイムアップにより、次の時限

パルスを受け付け待ちになります 

例 3：不感帯時間に、パルスが入った場合 

電力 
時限時刻 時限時刻 

同期信号不感帯 

本体の時計 

③ ② ① 
時限パルス 
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9.12．装置の時計を校正した場合の処理について 

（1）時限を跨いで時計を校正した場合の処理 

デマンド時限（0 分又は、30 分）を跨いで時計を進めた場合、変更直前のデマンド電力

値を、変更直前の時限の確定値として扱いデマンドリセットを実行します。 

変更直後の時刻のデマンド電力は、“0”から計測開始します。（例 1） 

時計を戻した場合は、デマンドリセットを実行しません。 

時計を戻すと、変更後の年月日時分より継続してデマンド電力の計測を行います。 

時限を跨いで時計を戻した場合は、校正後の時限の計測値は、直前の計測値で上書きし

ます。（例 2） 

 

 

 

（2）時計を大きく進めた場合の処理 

30分以上時計を進めた場合、進めた間のデータは、データ無しとして記録します。 

時計を校正する直前及び直後の計測値は、上記の例 1と同じ処理になります。 

 

（3）時計を大きく戻した場合の処理 

30分以上時計を戻した場合、校正後の時刻から見て、未来のデータは削除します。 

時計を校正する直前及び直後の計測値は、上記の例 2と同じ処理になります。 

  

例 1：時限を跨いで時計を進めた場合 

本体の時計 

電力 
時限時刻 

進めた時間 
時限時刻 

① 

② 

①時計を校正 
  時限時刻を跨いでいるので、デマンドリセット 
 
②校正後の時刻から、計測開始 
  （計測値は 0から開始） 

例 2：時限を跨いで時計を戻した場合 

本体の時計 

電力 
時限時刻 

戻した時間 
時限時刻 ①時計を校正 

 

②直前に確定した値をクリア 

 

③校正後の時刻から、継続して計測開始 
① 

② 
③ 
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10．構成 

10.1．構成一覧 

内容 形式 数量 

デマンド監視装置（発注時、マグネット付指定可） CSA-109-T 1台 

デマンドモニター（RS-485 タイプ） CSA-109-D2-R オプション 

デマンドモニター（Ethernet タイプ） CSA-109-D2-E オプション 

デマンド警報装置 

（デマンド警報 2点：注意/限界、機器異常 1点） 
TDD3ZB-R オプション 

デマンド警報装置 

（デマンド警報 3点：注意/警戒/限界） 
TDD3ZB-R-X1 オプション 

中継装置(PLC用、3台まで使用可) TDD3ZB-W オプション 

LoRa無線機 HLR-RS485 オプション 

専用 CT標準タイプ(4mケーブル付き、延長不可) CT-S1 

オプション 

(次ページ参照) 
専用 CT長距離タイプ(ケーブル無し、100m以内で使用) CT-L1 

専用 CT長距離タイプ用接続ケーブル 

（長さを指定してください） 
CB62-□ 

電力量計接続線 CB59 
専用 CT 1個につき 

1本付属 

電源ケーブル（3m、L型プラグ） CB67 
装置１台につき 

１本付属 

USB メモリ - オプション 

帳票出力用テンプレートファイル収録 CD-ROM TPS-31 オプション 

FOMAアダプタ用小型防滴アンテナ 

（全てのユビキタスモジュールにおいて共通） 
- 

オプション 

（LTE通信機能有り時

に、2本必要） 

 

※ 上記オプション品は標準では付属されませんので、別途手配ください。 

※ 取引用計器からパルス信号を取込む場合、専用 CTが必要です。 

  専用 CTについては次項の「専用 CTについて」をご参照ください。 

※ USBメモリの形式・容量・メーカについては、在庫及びメーカからの供給状態によって変わり

ます。都度ご確認ください。 
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10.2．専用 CTについて 

CTを使用してパルス信号を取り込む場合は下記 CTを別途ご発注ください。 

専用 CT長距離タイプをご使用される場合は専用 CT長距離タイプ用接続ケーブルを合わせて、ご

指定ください。 

オープンコレクタ出力を持つ機器（パルス変換器など）からパルス信号を取り込む場合、CTは不

要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

屋外で配線する場合は、ノイズ対策及び雷対策を行ってください。 

また、電力量パルスと時限パルスを両方取り込む場合は、ケーブルを 2本に分けてください。 

多芯ケーブルでまとめた場合、干渉する恐れがあります。 

標準タイプ・長距離タイプともに、ケーブルは動力線から 50cm 以上の距離を開けて配線してく

ださい。 

 

 

  

形式 用途 内容 

CT-S1 

短距離での電力量パルス 

または時限パルスの取り込み 

配線距離 4m 以内でご使用ください 

※ ケーブル延長不可 

専用 CT標準タイプ：1個 

電力量計接続線：1本 

結束バンド：1本 

4mケーブル付 

CT-L1 

4m を超える距離での電力量パルスまたは 

時限パルスの取り込み 

※ 配線距離 100m以内でご使用ください 

専用 CT長距離タイプ：1個 

電力量計接続線：1本 

ショートピン：1個 

結束バンド：1本 

ケーブル無 

CB62-□ 

専用ＣＴ長距離タイプと本装置間の接続ケーブル 

□の部分は長さ 5mまたは 10～100mを 10m単位でご指

定ください 

※例 

CB62-10：10m    CB62-30：30m    CB62-100：100m 

専用 CT長距離タイプ用 

接続ケーブル：1本 

長さ：5m～100m（指定） 
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11．外形寸法図 

11.1．デマンド監視装置 
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11.2．デマンド警報装置（デマンド警報 2点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記名板 ケース右側面貼付 

製品名  受信装置 

形番   ＴＤＤ３ＺＢ－Ｒ 

 ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

消費電力 ３Ｗ 

信号点数 ３点 

製造番号 ＹＹＭＭＳＳＳＳ 

製造年  ２０＊＊年 

ＨＡＫＡＲＵ ＰＬＵＳ 

※ 製造番号は YYMMSSSS の構成 

 YY:西暦年下 2 桁、MM:月、SSSS:連番 
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11.3．デマンド警報装置（デマンド警報 3点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記名板 ケース右側面貼付 

製品名  受信装置 

形番   ＴＤＤ３ＺＢ－Ｒ－Ｘ１ 

 ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

消費電力 ３Ｗ 

信号点数 ３点 

製造番号 ＹＹＭＭＳＳＳＳ 

製造年  ２０＊＊年 

ＨＡＫＡＲＵ ＰＬＵＳ 

※ 製造番号は YYMMSSSS の構成 

 YY:西暦年下 2 桁、MM:月、SSSS:連番 
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11.4．中継装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

記名板 ケース右側面貼付 

製品名  受信装置 

形番   ＴＤＤ３ＺＢ－Ｗ 

 ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

消費電力 １０Ｗ 

信号点数 ４点 

製造番号 ＹＹＭＭＳＳＳＳ 

製造年  ２０＊＊年 

ＨＡＫＡＲＵ ＰＬＵＳ 

※ 製造番号は YYMMSSSS の構成 

 YY:西暦年下 2 桁、MM:月、SSSS:連番 
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11.5．専用 CT標準タイプ 

形式：CT-S1 

ケーブル長：約 3.9m 

端子：F1.25-3（Y型） 
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11.6．専用 CT長距離タイプ 

形式：CT-L1 

ケーブル：別途ご準備ください。 

端子：M3×3（電源・出力・COM） 
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11.7．専用 CT長距離タイプ用接続ケーブル 

形式：CB62-□ 

ケーブル長：形式枝番にて指定（5mまたは 10m～100m を 10m単位で指定ください） 

端子：F1.25-3（Y型） 

 

 

11.8．電源コード 

形式：CB67 

ケーブル長：約 2.9m 

端子：R1.25-3（丸型） 

プラグ形状：Lプラグ 

 

 

11.9．電力量計接続線 

形式：CB59 

ケーブル長：約 0.3m 

端子：F2-4（Y型） 

 
  

指定 m±2% 

2905±100 

30±3 
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11.10．FOMAアダプタ用小型防滴アンテナ 

ケーブル長：約 2.5m 

端子：SMA-Pコネクタ 
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12．保証期間と保証範囲 

本製品の品質は、下記の通り保証させていただいております。 

万一不具合な点がございましたら、お買い上げの販売店または弊社にお申し付けください。 

 

（1）保証期間 

ご注文主のご指定場所に納入後 1カ年とします。 

 

（2）保証範囲 

保証期間中に弊社の責により故障が発生した場合は、弊社の責任において修理または交換を

行います。 

 

本製品は一般産業用途向けです。保証は日本国内においてのみ有効で、次に該当する場合は保証

の範囲外とさせていただきます。 

 ①使用状態が正常でない場合（取扱説明書に基づく使用でない場合） 

 ②弊社以外の改造または修理による場合 

 ③運搬、落下などによる場合 

 ④天災、災害などによる場合 

尚、ここで言う保証は納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される損害

についてはご容赦いただきます。 

正常な使用で故障した場合、保証期間内において無償修理させていただきます。 

 

 

13．注意事項 

本製品は一般的な計測装置です。特別な品質・信頼性が要求され、その故障や誤動作が直接人命

を脅かしたり、人体に危害を及ぼす恐れのある用途（航空・宇宙用・海底中継器、原子力制御シ

ステム、交通機器、医療機器、安全装置等）にご使用をお考えの際は、事前に弊社営業窓口まで

ご相談ください。 

 

 

14．特記事項 

本製品について、機器の故障や、無線による通信不到達に起因して起こった付帯機器の破損・火

災・事故等に関して、当社は一切責任を負いません。 

 


